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　東京での本会議に先立ち、分科会ごとに地方現場視察が

実施された。分科会は①LED照明②循環経済③水処理・汚

泥処理・ごみ発電④自動車⑤低炭素・石炭・火力発電⑥中
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　次に多いのが土木分野であり、2008年度は137万トンが有

効利用されている。これには土木工事用や道路路盤材が含

まれている。建築分野（2008年度全有効利用の3％）、および

農林・水産分野（同1％）は、ここ10年以上、横ばい状態が続
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■地域情報 
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表1　サイト選定調査結果概要

CMMに関しては増進回収、濃縮、発電といった具体的な内

容が協力項目に挙げられた。この他、石炭化工、ガス化、

ボタ・石炭灰有効利用、廃水処理についても協力を
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■JCOAL活動レポート 

JCOALの日本縦断クリーンコールセミナーについて 
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